
〈自助は周りの応援がある〉
ひきこもりは日本独自の現象。何十年間も親や子どもが引き受けてきた身内の責任「家族幻想」。すべ

て自己責任、身内の責任というならば社会も、国家も、組合も、宗教も、福祉もすべていらない。
ひきこもりは自衛手段で家族はいのちを守る安全基地。家庭は安心してひきこもれるもう一つの場所と

して家族機能の社会化。
必要なのは空っぽのコップに“愛”という水を誰が注ぐのか、親が出来ないのであれば親と子どもを丸ご

と支援する。親が人にしてもらった経験がないまま大人になると、子どもにも経験を伝えられない。「自
立する力の伝達行為」を社会的相続という。「人にしてもらったように人にする」
支援は問題解決を目的に、質や知識が求められる。伴走型支援は、一人にしない・繋がり続ける・質よ

り量で誰にでも出来る支援。繋がっていることで問題が解決に向かう、繋がっていることが必要で横に動
いてくれる誰かがいることが決め手。

※長い期間、生活困窮やひきこもりなど様々な困難を抱えた方々の支援を続けてきた奥田氏の伴走型支援。
これが当事者にとって求められる支援である。

山田みやこの活動報告

令和3年3月18日(木)

「みんなが安心できる暮らしを社会全体で支える」講演会を受講

主催 一般社団法人栃木県若年者支援機構
会場 栃木県総合文化センター
講師 奥田知志氏(NPO法人抱樸理事長)

〈個人や家族に任されすぎた役割をみんなで分担してい
ける社会をつくる〉

抱樸(ほうぼく)とは原木・荒木を抱きとめること。樸
は荒木であるゆえに扱いづらい。そんな樸を抱く者たち
は棘に傷つき血を流す。ただ傷を負っても抱いてくれる
人が私たちには必要。樸のためだけに誰か血を流す時、
樸は癒される。その時樸は新しい可能性を体現する者と
なる。
このような思いの下、1988年にNPO法人抱樸を立ち上

げ社会に居場所のない方とその支援活動を行っている。

支援者はかつて、～してあげているという支援者目線
だったが長崎県の大塚先生から当事者目線で、聞く・つ
なげる(つながる)ということが重要だと教えられた。
孤独と孤立は違う。誰かと一緒にいるから一人になれ

る。一人になれるためにも一緒にいる。
しかし社会は自己責任論で「迷惑は悪」とする。子ど

もの自殺要因は約6割が不明。助けてと言えず、逃げるこ
ともできない。迷惑や依存を見直すこと、そもそも人間
とは何か？


